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シ
争
ン
ト

　
　
　
　

資
金
造
成
の
Ｉ

必に

が特

釧
腎
会
の
事
務
活
動
の
拠
点
と
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

安
定
し
た
事
務
局
運
営
を
行
・
・
り
に
は
、
安

定
財
源
の
確
保
が
必
嬰
で
す
。
現
在
の
７
一
定

財
源
は
、
会
費
と
市
役
所
の
補
助
金
だ
け
で

あ
り
、
各
種
販
売
活
動
の
財
源
は
、
そ
の
時

々
で
変
動
す
る
不
安
定
財
源
で
あ
り
ま
や
・
。

　

し
か
し
、
安
定
財
源
を
研
保
で
き
な
い
と

す
れ
ば
、
不
安
定
な
ら
力
に
た
よ
ら
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
■
>

　

そ
こ
で
、
い
ま
ひ
と
つ
資
金
造
成
の
　
　
つ

と
し
て
、
『
古
紙
・
空
カ
ン
の
回
収
し
に
よ

り
資
金
造
成
を
考
え
て
み
て
は
い
か
が
で
し

^
i'
^
~
'
か
。

　

各
会
員
の
各
家
庭
か
ら
出
る
「
古
新
聞
・

雑
誌
・
空
力
一
。
ご
な
ど
を
提
供
し
て
。
い
た
だ

き
、
そ
れ
を
資
金
に
還
元
す
る
方
法
に
、
取

り
組
ん
で
み
て
は
ど
う
で
し
'
■
i
.
ｒ
i
か
。

　

近
年
、
リ
サ
イ
タ
ル
、
ま
た
美
化
運
動
（

ク
リ
ー
ン
作
戦
）
な
ど
と
云
わ
れ
、
資
源
の

有
効
乱
用
、
ま
た
再
利
川
の
必
要
性
が
さ
け

ば
れ
て
い
ま
す
。

ｅ

　
　
　
　
　
　

釧
腎
会
々
長
上

　

田

　

弘

　

こ
れ
を
実
際
に
実
施
す
る
方
法
は
、
大
き

な
困
難
性
が
と
も
な
い
、
種
々
検
討
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
．

　

し
か
し
、
自
分
達
の
努
力
な
く
し
て
資
金

を
得
る
の
は
不
可
能
で
、
市
役
所
（
行
政
）

か
ら
補
助
金
を
受
け
る
に
も
、
我
々
の
活
動

を
評
価
し
つ
つ
助
成
さ
れ
、
会
の
前
向
き
な

努
力
が
必
要
で
あ
り
ま
す
．

　

「
釧
路
地
方
腎
友
会
々
員
の
皆
さ
ん
‘
、

あ
・
な
た
は
こ
の
活
動
に
対
し
、
『
協
力
出
来

そ
う
で
す
か
ｙ
い
や
、
ま
た
「
協
力
出
来

な
い
で
す
か
｀
．
ち
ょ
っ
と
考
え
て
み
て
下

さ
い
．

　

今
年
は
全
腎
協
負
担
金
が
値
上
げ
さ
れ
、

釧
路
で
も
会
費
の
値
上
ぽ
が
実
施
さ
れ
ま
す
．

事
務
所
が
設
置
さ
れ
た
か
ら
と
云
っ
て
、
会

費
の
大
幅
値
上
げ
に
対
し
て
は
、
反
対
で
あ

り
ま
し
ょ
う
．

　

ど
う
か
、
前
向
き

な
方
向
で
考
え
て
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で

○

　

犬

－１－

　

腎
友
会
（
ど
の
組
織
も
同
じ
だ
が
）
を
運

甘
す
る
う
ぇ
こ
晒
動
一
回
金
は
必
要
不
可
欠

で
あ
り
ま
す
。

　

当
釧
路
地
方
野
友
会
も
、
公
貝
皆
様
の
会

費
ヒ
、
年
賀
状
な
ど
各
種
資
金
活
動
を
行
い
、

皆
さ
ん
に
協
力
し
て
い
た
だ
き
、
運
営
資
金

と
し
て
活
用
し
て
い
ま
す
。

　

既
に
御
承
知
の
方
も
い
る
と
思
い
ま
す
が
、

今
年
皮
よ
り
・
、
釧
路
地
方
腎
友
会
と
難
病
連

釧
貼
支
部
共
用
の
事
務
所
を
、
市
役
所
所
管

の
身
障
セ
ン
タ
ー
内
に
設
概
す
る
こ
と
が
決

定
さ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
の
釧
町
会
総
会
の
折
。
　
１
事
務
局
運

宮
資
金
の
積
立
』
を
活
動
‐
標
と
し
て
掲
げ
、

年
賀
状
利
益
な
ど
を
振
り
向
け
る
よ
う
に
し

て
お
き
ま
し
た
。

　

事
務
局
で
は
用
品
類
を
川
意
す
る
ほ
か
、

事
務
所
の
維
持
費
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

事
務
局
に
配
置
さ
れ
る
方
の
べ
件
費
．

要
と
な
り
ま
す
。

当
而
は
、
積
立
分
の
範
囲
で
運
営
し
て
い

き
ま
す
が
．
将
来
的
に
は
常
駐
体
制
と
し
、



　

年
度
末
・
の
道
議
会
で
、
釧
路
地
方
腎
友
会
の
顧
問
で
あ
る
伊
藤
武
一
道
話
が
"

<
?
透

析
施
設
の
地
域
遍
在
』
・
腎
移
楠
セ
ン
タ
ー
の
整
備
に
な
ど
、
腎
貝
病
関
係
の
質
問

を
行
い

　

そ
の
や
り
と
り
の
内
容
が
、
伊
藤
道
議
よ
り
会
祠
の
皆
さ
ん
に
お
加
ら
せ

す
る
よ
う
に
、
議
事
録
を
送
付
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
皆
さ
ん
に
報
告
い
た
し
い
三
～

り
伊
藤
道
議
貿
問
＝
＝
４
４
１

り
横
路
知
事
答
弁

る
医
療
捷
関
数
は
。
二
・
ベ
か
所
、
透
析
装
置

台
数
は
二
〇
五
六
白
で
あ
り
、
全
休
の
患
打

数
か
ら
み
る
と
、
八
工
透
析
装
置
の
必
要
数

は
、
概
ね
確
保
さ
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
専
門
医
師
が
い
な
い
た

め
、
遠
く
の
医
療
機
関
に
通
院
を
。
お
儀
な

く
さ
れ
て
い
る
地
域
も
あ
り
、
忠
君
川
休
か

ら
、
こ
れ
ら
の
地
域
に
お
け
る
装
置
の
設
置

に
つ
い
て
、
強
い
要
望
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り

ま
す
。

　

道
と
し
て
は
、
明
年
度
に
お
い
て
、
道
立

羽
幌
病
院
に
人
工
透
析
装
置
を
、
設
置
す
る

こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
が
、
今
後
と
も
、
不

足
地
域
の
解
消
に
向
け
て
、
国
の
助
成
制
度

を
活
用
す
る
な
ど
、
引
き
続
き
努
力
し
て
参

り
た
い
と
か
え
て
お
り
ま
す
。

り
伊
藤
道
話
質
問

　

ま
た
、
現
在
、
市
立
札
幌
病
院
が
地
方
腎

移
植
セ
ン
タ
ー
と
し
て
指
定
さ
れ
て
お
り
ま

す
が
、
本
道
は
広
大
で
時
間
的
・
距
離
的
な

関
係
か
ら
移
植
の
た
め
に
支
障
を
釆
し
て
い

る
の
も
実
態
で
あ
り
ま
＞
-
'

　

そ
こ
で
。
全
逆
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
体
制

を
確
立
す
る
た
め
に
、
地
方
腎
移
植
セ
ン
タ

ー
の
機
能
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
関
係

戮
閃
に
よ
る
連
絡
協
議
会
を
設
置
す
べ
き
と

考
え
ま
す
が
、
知
事
の
所
見
を
お
間
か
せ
い

た
だ
き
た
い
の
で
あ
り
ま
す
。

　

併
せ
て
、
腎
臓
移
植
に
は
じ
ま
り
予
防
か

ら
管
理
、
研
究
等
を
含
め
た
総
合
的
な
腎
疾

患
対
策
の
碓
立
に
向
け
て
、
今
後
ど
の
よ
う

に
収
り
組
む
の
か
、
知
事
の
所
信
を
伺
い
ま

向
横
路
知
事
答
弁

　
　

腎
不
全
思
者
の
根
本
的
治
療
で
あ
る
腎
移

’
杭
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
に
は
、
遊
内
医
科

　

大
学
、
移
植
協
力
医
療
機
関
な
ど
が
連
携
し
、

　

侈
植
に
隔
わ
る
技
術
の
交
流
．
情
報
交
換
の

　

た
め
の
組
織
的
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
り
、

現
在
。
地
方
腎
移
植
セ
ン
タ
ー
が
中
心
と
な

コ
ー
腎
移
植
連
絡
協
議
会
を
明
年
度
中
に

設
置
ｔ
・
ぺ
く
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

い
ず
・
れ
に
い
た
し
ま
し
て
も
、
多
く
の
腎

不
全
患
者
の
方
々
が
、
移
植
を
希
望
さ
れ
て

お
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
、
腎
提
供
登
録

者
の
増
加
を
図
る
と
と
も
に
、
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

質
同
日
・
平
成
一
一
年
三
月
十
四
口

-
　'">

　　

-

　

腎
不
全
対
策
に
つ
い
て
伺
い
ま
｛
・
‐
尨

　

今
日
、
腎
臓
病
疾
患
に
よ
っ
て
、
人
工
透

析
治
療
を
受
け
寸
い
る
患
者
は
、
全
国
で
七

万
八
、
道
内
に
お
い
て
も
、
約
三
千
二
百
人

と
年
々
増
加
し
て
い
る
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
・
患
者
は
、
い
わ
ゆ
る
従
来
の
・
内

科
的
治
療
法
で
は
回
復
が
困
難
と
さ
れ
、
こ

の
た
め
、
人
工
透
析
を
受
け
る
た
め
、
毎
週

最
冨
り
の
医
簾
鶴
閃
等
へ
の
通
院
を
余
儀
な

く
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
地
域
に
よ
っ
て
は
、

門
医
師
確
傑
が
幽
難
な
こ
と
な
ど
か
ら
、

町長

い
時
間
を
か
け
て
遠
方
の
医
療
機
同
等
ぺ
通

院
し
な
け
れ
ば
な
ち
な
い
方
々
も
お
り
。
人

工
透
析
施
設
の
地
域
遍
在
の
解
消
と
、
僻
地

・
雌
島
対
砥
の
計
画
的
整
備
が
求
め
ら
れ
て

い
る
と
こ
ろ
・
で
あ
り
ま
す
。

　

知
事
は
、
こ
れ
ら
の
現
状
を
ど
の
よ
う
に

把
握
さ
れ
、
今
後
ど
の
よ
う
に
取
り
紺
ま
に
瓦

よ
う
と
し
て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

現
在
、
道
内
で
人
工
透
析
を
実
施
し
て
い



　

今
年
度
の
釧
路
地
方
腎
友
会
の
総
会
日
程

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
。
会
員
各
位
に
お

い
て
は
、
事
前
の
日
程
調
整
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

な
お
当
日
は
、
通
院
交
通
費
の
支
給
と
、

難
病
連
釧
器
支
部
の
総
会
も
行
わ
れ
ま
す
の

で
、
腎
友
会
の
粁
さ
ん
は
午
前
・
午
後
を
通

し
て
參
加
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

場総

　

女
所日

。
九
九
〇
年
五
月
二
〇
日
（
日
）

釧
路
市
川
北
町

身
障
セ
ン
タ
ー
・
二
階

　

（
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
あ
り
）

時
間
帯

　

午
前
一
〇
時
よ
り

　

釧
腎
会
総
会

　
　
　
　

午
後
○
時
三
〇
分

　

交
通
費
支
給

　
　
　
　

～
陵
一
時
1
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。

事
務
所
の

使
用
決
定

　

現
在
、
林
田
ク
リ
ニ
ッ
ク
φ
』
事
務
局
と
し

て
い
ま
す
が
、
昨
年
来
か
ら
釧
路
市
に
事
務

所
川
と
し
て
の
施
設
を
要
望
！
七
お
・
り
・
ま
し

た
。

　

市
役
所
当
局
の
良
き
御
理
解
を
得
ま
し
て
、

過
日
、
利
用
の
認
可
が
さ
れ
、
釧
路
地
方
腎

友
会
の
事
務
所
と
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
、

　

事
務
所
と
し
て
決
定
し
た
場
所
は
、
釧
路

市
川
北
町
の
身
障
セ
ン
タ
ー
の
　
　
附
部
分
で

す
。
身
障
セ
ン
タ
ー
の
市
役
所
本
来
の
機
能

と
、
今
回
利
用
を
開
始
す
る
四
団
体
が
、
面

積
七
七
㎡
の
一
室
に
同
居
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

釧
路
地
方
腎
友
会
と
し
て
専
用
の
机
・
キ

ャ
ビ
ネ
は
用
意
し
ま
す
が
じ
電
話
■

i
~
｡
ピ
ー

な
ど
は
現
在
の
と
こ
ろ
身
障
セ
ン
タ
ー
の
も

の
を
共
同
利
用
す
る
こ
と
に
な
り
ま
ナ
ー
『

　

電
話
は
四
団
体
共
用
で
使
川
す
る
よ
・
’
。
に

配
線
さ
れ
、
既
に
利
用
町
能
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
コ
ビ
１
は
身
障
セ
ン
タ
ー
に
大
型

コ
ピ
ー
が
設
置
し
て
あ
る
の
で
ご
ぐ
れ
を
利

用
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
使
用
料
金
は
、

各
団
体
毎
に
カ
ウ
ン
タ
ー
を
明
窓
さ
れ
る
の

で
、
そ
れ
に
よ
り
支
払
う
こ
と
に
な
る
。

　

事
務
局
保
管
用
の
各
種
資
料
は
キ
ャ
ビ
ネ

に
収
納
し
。
そ
の
ほ
か
、
別
室
に
収
納
棚
を

用
憲
し
て
保
管
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

事
務
所
の
職
員
配
置
体
制
は
、
難
病
連
釧

路
支
部
と
の
共
用
と
な
る
関
係
で
、
難
病
連

と
調
整
を
要
す
る
が
、
当
而
は
一
目
数
時
間
、

思
者
・
役
員
で
動
員
体
制
を
と
り
、
配
置
で

き
る
よ
う
な
体
制
に
し
た
い
。

　

将
来
、
資
金
的
な
見
通
し
が
出
来
れ
ば
、

常
駐
体
制
で
運
用
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
い
。

　

今
後
、
各
種
余
議
・
活
動
の
拠
点
は
、
こ

の
。
身
障
セ
ン
タ
ー
に
開
設
さ
れ
た
事
務
所
を

拠
点
に
行
動
を
起
こ
し
、
積
極
的
利
用
に
男

め
た
い
。

　

会
ｎ
・
家
族
の
各
種
相
談
が
、
こ
の
事
務

所
で
行
う
機
会
を
増
や
し
て
い
た
だ
く
こ
と

が
、
今
後
の
釧
路
地
方
腎
友
会
活
動
の
励
み

と
も
な
り
、
事
務
所
設
置
の
有
効
性
を
実
証

さ
れ
ろ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

運
用
方
法
な
ど
、
や
騰
検
討
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
≪
役
ｎ
・
会
Ｍ
各
位
の
ア
イ
デ

ア
を
ど
し
ど
し
出
し
て
い
た
だ
き
た
い
、

身
障
セ
ン
タ
ー
内

事
務
所
共
用
電
話
番
号

　

〇
一
五
四
・
二
五
・
五
九
〇
五

-

）
-



（
月
額
・

（
年
額
・

　

七
〇
〇
円
）

八
四
〇
〇
円
）

　

昨
年
来
か
ら
、
既
に
機
関
誌
「
た
ん
ち
ょ

う
に
『
全
腎
協
』
’
Ｊ
‐
『
「
じ
ん
ぺ
な
ど
で
記

載
さ
れ
て
い
た
の
で
、
御
承
知
の
こ
と
と
は

思
い
ま
す
が
、
今
年
度
よ
り
全
野
協
の
負
担

金
（
会
費
ご

ぼ
確
定
で
あ
り
ま
す
（
正
確
に
は
各
総
会
で

決
定
し
ま
す
>

-
■

　

釧
路
地
方
賢
友
会
で
も
、
値
上
げ
を
実
施

す
ら
わ
け
で
寸
が
、
数
年
前
の
道
腎
協
会
費

仙
上
げ
の
際
は
。
女
員
佃
一
八
の
・
公
費
に
値
七

げ
し
な
い
で
、
釧
路
分
を
減
額
し
て
処
理
し

ま
し
た
。
し
か
し
。
今
回
は
会
Ｍ
の
方
々
に

負
担
願
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

値
上
げ
額
ぱ
、
一
ヶ
月
一
〇
〇
円
を
予
定

し
、
一
ヶ
月
・
七
〇
〇
円
、
年
額
・
八
四
Ｏ

ｏ
円
と
な
り
ま
す
Ｉ

　
　
　
　
　

°

　

ま
た
、
従
来
よ
り
実
施
し
て
い
た
生
活
保

護
者
に
対
し
て
は
、
減
免
処
置
を
考
え
た
い

と
思
い
ま
す
。

今
年
度
の
行
事
予
定

一
こ
月
一

四
月

四
月

瓦七
日日

四
月
一
四
日

　

釧
腎
会
役
員
会

　
　
　

一

四
列
一

五
‐
一
己
□

五
月
一
沢
口

七
日
八
‐
四
日
五
日
七
日

Ｏ

Ｍ
七
M
-4
五七
日川目

道
腎
協
運
営
委
ｎ
会

釧
腎
会
三
役
会

道
腎
陥
幹
事
会
・
札
幌

事
筋
所
開
き

釧
腎
会
総
余

道
腎
協
総
会

目
帰
ｈ
。
Ｌ

釧
腎
ハ
已

.
…
.
.
　
{
Ｘ
　
ｋ

Ｖ
Ｓ

}

４
１
・
‘
・
ｔ
″
″
ｊ

｜

　

腎
友
会
の
全
朋
組
織
で
あ
る
、

・
全
腎
協
の
総
会
は
、
今
回
は
愛
媛
県
、

そ
し
て
来
年
度
は
全
腎
協
の
二
十
周

年
記
念
と
い
う
こ
と
で
東
京
開
催
が

決
定
さ
れ
て
い
ま
す
．

　

東
京
開
催
の
次
の
開
催
地
と
し
て
、

是
非
北
海
道
で
開
催
す
る
よ
う
、
北

海
道
の
岩
崎
会
長
が
全
腎
協
の
会
長

会
議
で
提
案
し
、
全
国
各
地
の
会
長

さ
ん
か
ら
賛
同
の
意
向
を
取
り
付
け
、

平
成
四
年
の
北
海
道
開
催
は
．
ほ
ぼ

決
定
で
あ
り
ま
す
．

四

目

ぢ

！－-

"
'
.
-
―
　
/
■
　
l
-
＜＼、

　

全
腎
協
総
会
と
な
り
ま
す
と
、
千

人
規
模
と
な
り
、
開
催
地
・
札
幌
の

動
員
体
制
は
も
ち
ろ
ん
、
退
内
各
地

の
地
方
腎
友
会
の
動
貝
な
ど
の
協
力

体
制
も
行
な
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　

釧
路
地
方
腎
友
会
と
し
て
も
、
全

腎
協
の
総
会
参
加
を
含
め
、
各
種
の

協
力
を
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
そ
の
際
は
絶
大
な
御
協
力
を
お

顧
い
い
た
し
ま
す
。

；
‐
・
１
１
１
‘
‐
！
『
Ｉ

―
‐
―
・
―
・
Ｉ
Ｉ
Ｉ
’
Ｉ
Ｉ
Ｉ



道
腎
協
の
活
動
報
告
な
中
か
ら
、
遵
内
各
地
方
腎
友
会
で
抱
え
て
い
る
悩
み
等
に
つ
い
て
記
載
し
て
み
ま
し
た
。

釧
路
の
状
況
を
考
え
な
が
ら
読
ん
で
み
て
は
如
何
で
す
か
・
…

　
　
　

暉
？

★
当
面
の
問
題
点

・
幹
事
役
員
の
育
成
が
困
難

・
依
然
患
者
の
会
員
加
入
彫
が
低
く
、

特
に

　

比
較
的
問
題
点
の
少
な
い
病
院
の
加
入
率

　

が
低
く
困
っ
て
い
る
。
早
急
に
加
入
率
向

　

上
に
努
力
し
た
い
。

・
運
営
面
・
・
事
務
局
の
強
化

・
財
政
面
・
・
病
院
毎
の
活
動
主
体
で
、
運

　

営
面
と
も
関
連
が
あ
る
が
、
将
来
活
動
資

　

企
を
川
や
し
た
い
。
ま
た
、
未
納
金
の
班

　

埋
も
課
題
。

・
医
療
上
・
・
病
院
ベ
リ
ト
が
満
杯
で
、
患

　

嗇
増
対
応
に
心
配
が
ふ
Ｉ

・
地
区
で
一
三
血
名
の
礼
が
入
・
余
し
て
お
り

　

霞
す
が
、
ま
だ
ま
だ
入
余
せ
ね
ば
な
・
ヤ
リ

４
一
４
４

ｔ
”
’
ん

ｒ
　
■
'
　
'
｡

ｊ
り
増
加
運
動
を
し
て
い
八
丿
思

に
い
か
励
し
可
Ｉ
で
か
ふ

役
ほ
が
そ
’
ｎ
ぞ
れ
搾
病
眺
に
幹
Ｉ
政
・
こ
し

て
担
‐
し
て
お
り
ま
す

き
が
出
肢
な
い

い
か
ぐ
か
動

’
役
‥
‐
の
交
流
、
遥
、
‐
．
．
機
余
が
少
な
・
≒
し

を

　 　

Ｊ

ヤ
ツ
’
じ
い
二
と
が
多
く
虹
ら
・
れ

　

今
俊
の
成
果
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

・
現
病
院
の
礎
速
透
析
に
。
会
員
は
別
な
病

　

院
へ
転
院
希
望
を
出
し
て
い
る
の
が
現
状
、

ｆ
患
者
増
加
に
よ
る
医
師
・
八
タ
’
。
フ
不
足
。

・
役
員
の
不
足
で
会
の
運
営
が
あ
ま
り
で
き

　

な
り

・
透
析
時
間
の
だ
縮
に
よ
っ
て
、
食
ぷ
竹
理

　

な
ど
が
今
ま
で
以
１
　
　
に
坦
典
に
な
コ
・
J
-
i
｡
Ｕ

　

た
。
ペ
ッ
ト
不
足
の
問
題
に
閃
し
て
は

の
結
果
、
改
善
の
方
向
が
‐
｀
ら
れ

の
と
こ
ら
・
心
配
な
し
。
た
だ
し
、

陳
情

心
瑕
在

か
一
室

蘭
病
院
の
新
設
に
開
し
て
は
、
今
後
と
し

班
求
の
予
1’
--

　

l

今
年
皮
か
∴
市
助
成
血
五
万
円
を
受
け
た

/
l
A
l
に
よ
八
会
費
．
総
額
の
倍
額
に
な
｛

た

ぐ１

!人

言
休

””

’
政
・
の
活
動
が
に
ぷ
く
な
ツ
ペ

．
．
’
．
ｓ
　
'
･
■
-
■
'

活
勅
で

こ
う
『
ち
・
悦
が
、
先
閤
に
た

Ｉ
‐
が
い
な
い
こ
と
か
を
や

・
に
ハ
川
入
院
片
と
高
齢
片
が

　

勾
加
者
が
少
な
い
．

い

の

W-●

八
Ｉ
り
・

★
全
腎
協
・
道
腎
協
へ
の
要
望
・
連
絡

・
活
動
を
評
価
し
て

　

し
て
い
る
．

お
り

今
掩
と
も
期
待

・
只
担
金
の
件
で
、
三
〇
円
ま
た
二
〇
円
と

　

段
附
的
に
値
上
げ
す
る
こ
と
に
対
し
、
会

　

費
を
徴
収
す
る
人
で
政
計
）
が
計
算
し
に

　

／
ｘ
．
り
瓦
０
円
の
饒
気
げ
を
一
括
し
て
は

　

し
い
。

・
遠
方
な
の
で
余
議
等
に
出
向
い
て
い
く
の

　

が
大
変
で
ん
。
乙
「
幹
事
会
・
運
営
委
員
会

　

の
必
要
性
に
対
し
、
北
海
道
を
こ
ヶ
所
・

　

四
夕
所
に
分
け
て
、
各
地
区
ご
と
に
会
議

　

出
来
な
い
も
の
か
と
思
う
。

・
全
野
協
会
費
値
上
げ
（
五
り
円
）
の
決
定

　

的
通
知
を
ほ
し
Ｉ

・
北
海
逆
を
数
ブ
ロ
ヴ
ク
に
分
制
し
て
は
ど

　

９
い
。

思
行
回
］
乱
高
揚
方
訟
の
桁
雌
を
し

し
い
．

ｉ

・
全
野
協
の
^
;
^
(
.
.
.
■
Ｓ
で
の
内
容
を
、
鮪
収
に
書

　

側
で
報
ｔ
い
Ｉ
・
て
ほ
し
≒

-

■ 皿
-



な
・

病
気
に
な
っ
て
良
か
っ
た
事

｜

-

り
-

　

皆
供
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
Ｉ
Ｊ
ら
・
か
。
晦

□
、
水
分
管
理
に
忙
し
い
口
々
で
し
ょ
Ｉ
’
。
『
、
飛

　

さ
て
、
こ
の
度
、
こ
ん
な
題
名
で
　
　
簸
肘

こ
う
な
ん
て
・
・
・
、
皆
様
に
「
病
気
に
な

っ
て
良
い
こ
と
が
あ
る
か
・
・
こ
と
。
ブ

ッ
と
ば
さ
れ
そ
う
で
す
が
、
物
は
考
え
よ
う

で
す
。

　

私
か
で
夥
良
か
っ
た
Ｅ
と
思
っ
て
い
る

こ
と
は
、
自
分
の
時
間
が
出
来
た
こ
と
で
す
。

　

健
康
な
時
は
、
晦
日
毎
日
、
職
場
と
家
と

の
往
復
で
、
休
み
の
日
は
掃
除
・
洗
濯
の
繰

り
返
し
の
‐
々
で
し
た
。

　

そ
れ
が
病
気
に
な
っ
て
、
一
週
間
に
三
凹

透
析
に
来
る
と
、
あ
と
四
日
は
自
分
の
時
間

で
す
。
最
初
の
二
年
位
は
肝
臓
を
悪
く
し
た

り
で
、
入
・
退
院
の
繰
り
返
し
で
人
変
で
し

た
が
・
’
・
。

　

あ
る
時
、
大
熊
さ
ん
が
’
木
曜
日
、
’
体
操

の
サ
ー
ク
ル
に
行
っ
て
い
る
よ
・
・
こ
と

云
わ
れ
ま
し
た
。
私
は
木
曜
日
は
透
析
日
だ

・
と
思
っ
て
い
る
と
、
「
水
曜
日
も

や
っ
て
い
る
サ
ー
ク
ル
が
あ
る
ん
だ
コ
ー

と
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

林
田
夕
り
Ｉ
ニ
リ
ク

　
　

「
キ
ン
レ
ン
花
体
操
グ
ｰ
=
ｉ
"
Ｋ
｡
　
"
昭
和

五
十
八
ぷ
八
り
に
人
女
さ
一
七
で
い
た
だ
き
な

し
た
。

　

会
員
は
四
１
名
位
ド
公
の
リ
ー
ダ
ー
は
と

て
も
や
さ
し
い
上
品
な
が
で
し
た
。
そ
れ
に

先
生
が
私
よ
り
歳
は
ち
ょ
っ
と
上
で
す
が
、

元
気
は
つ
ら
つ
さ
わ
や
か
な
I
―
｡
で
、
色
々
の

指
導
も
上
手
で
、
私
は
す
ご

ク
ル
が
気
に
入
り
ま
し
た
。
中
で
も
応
生
が

い
つ
も
云
わ
れ
る
こ
と
は
「
無
理
を
し
か
い

で
自
分
に
あ
わ
せ
て
ガ
ン
バ
ッ
テ
下
さ
い
0

こ
の
言
藻
が
私
は
一
番
気
に
入
っ
て
い
ま
か
Ｉ
。
。

　

入
会
し
た
て
の
頃
は
ヘ
マ
ト
ら
低
…
…
ち

ょ
っ
と
動
く
と
膿
も
辱
・
‐
八
万
、
み
ん
な
か

ら
は
ず
れ
て
、
休
ん
だ
り
し
て
先
生
や
仲
間

の
方
々
に
心
配
を
か
け
・
ｒ
．
り
で
し
た
・
こ

い
つ
の
問
に
か
休
ま
で
・
臼
介
な
り
に
出
来
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

い
つ
も
は
色
々
の
体
操
と
か
キ
ャ
ッ
チ
バ

レ
ー
で
す
が
、
時
々
変
わ
宍
応
二
と
-
０
-
｡
'
｡:
＼
^

す
。
今
は
し
て
ま
せ
ん
が
冬
は
力
・
・
り
ン
グ

も
や
り
ま
し
た
。
こ
の
歳
で
一
八
で
は
出
来

な
い
良
い
経
験
で
し
ぺ

渡

　

辺

　

罫

　

久

　

六
月
に
は
市
民
大
運
動
会
に
も
参
加
し
ま

す
。
踊
り
と
か
色
々
の
競
技
に
も
、
運
動
会

な
ど
出
る
の
は
何
十
？
り
・
年
ぶ
り
。
と
て
も

楽
し
い
一
‐
で
す
。

一一一一一 ･ 一 一- - 一 一ら←

　

そ
れ
か
ら
夏
は
水
泳
に
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
。

ゴ
ル
フ
の
コ
ー
ス
は
、
柳
町
公
園
の
森
の
巾

に
一
八
コ
ー
ス
が
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

が
Ｅ
地
悪
い
コ
ー
ス
が
い
く
つ
か
あ
り
、
坂

の
中
間
に
ホ
ー
ル
が
あ
っ
た
り
、
木
の
陰
で

-
1
え
な
い
ホ
ー
ふ
と
か
、
ド
ブ
水
の
そ
ば
と

か
色
々
で
、
こ
の
忌
地
悪
コ
ー
ス
が
楽
し
い
。

打
I
た
玉
が
木
に
あ
た
り
と
ん
で
も
な
い
方

へ
飛
ん
で
行
っ
た
り
、
坂
の
所
は
何
回
打
っ

て
も
下
ま
で
転
が
っ
て
来
た
り
で
、
時
間
も

歳
も
忘
れ
て
楽
し
め
ま
す
≪



　

リ
ー
ダ
ー
が
『
成
績
を
集
計
し
て
順
位
を

決
め
ま
す
よ
‘
と
云
っ
て
い
る
の
を
聞
い
て
、

私
は
自
分
で
は
う
ま
く
出
来
な
か
っ
た
の
で

誰
か
な
・
・
・
。
な
ん
て
思
っ
て
い
た
ら
、

後
日
、
優
勝
者
は
加
藤
さ
ん
と
渡
辺
さ
ん
と

云
わ
れ
、
ビ
ッ
ク
リ
・
・
や
っ
た
ね
…

　

そ
の
他
に
ミ
こ
ハ
イ
キ
ン
グ
に
昼
食
は
ジ

ン
ギ
ス
カ
ン
。
去
年
は
特
別
暑
い
日
に
当
り
、

汗
を
流
し
な
が
ら
の
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
も
又
お

い
し
い
物
で
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
、
私
が
特
に
一
番
美
昧
し
か
っ

た
の
は
・
・
・
、
書
か
な
く
て
も
皆
様
も
う

お
判
り
で
し
ょ
う
。
ピ
ン
ポ
ー
ン
。
「
氷
の

入
っ
た
つ
め
た
Ｉ
い
水
・
水
こ
。
そ
の
他

は
、
忘
年
会
に
新
年
会
、
四
月
は
総
会
。
こ

れ
は
い
つ
も
違
う
場
所
で
、
一
人
で
は
行
く

こ
と
の
な
い
料
亭
で
、
八
浪
と
か
内
川
・
ち

く
半
な
ど
色
々
で
楽
し
み
で
す
。

　

そ
れ
に
昭
和
六
十
こ
年
の
時
は
、
会
の
十

五
周
革
記
念
と
し
て
、
知
床
一
周
旅
行
に
も

行
き
ま
し
た
。
。

　

こ
の
よ
う
に
、
一
年
間
色
々
の
こ
と
を
計

画
し
て
、
お
こ
な
っ
て
く
れ
る
楽
し
い
サ
ー

ク
ル
で
す
。

　

そ
の
他
の
私
の
良
か
っ
た
こ
と
は
<

　

≫̂
t
n
か
む
い
事
を
し
た
い
な
．
ｊ
と
思

っ
て
い
る
と
、
妹
の
了
供
達
が
、
習
字
を
習

い
に
行
き
始
め
た
の
を
見
て
、
「
よ
し
こ
れ

だ
‘
と
思
い
。
姪
に
く
っ
つ
い
て
先
生
の
所

へ
行
き
ま
し
た
。
先
生
は
’
大
人
に
は
教
え

た
く
な
い
’
と
云
っ
て
い
る
の
を
無
視
し
て
、

強
引
に
生
徒
に
し
て
い
た
だ
ｐ
-
ａ
*
し
た
。

　

家
に
ば
か
り
居
る
と
緊
張
す
る
事
が
な
い

の
で
、
級
な
ど
に
は
挑
戦
し
な
く
て
も
い
い

と
云
っ
て
は
じ
め
ま
し
た
。

　

そ
れ
が
、
い
つ
の
問
に
か
級
に
挑
戦
し
て
、

去
年
か
ら
は
よ
く
ば
っ
て
’
か
か
ご
に
も
瓶
・

を
出
し
て
、
今
は
趣
味
を
通
り
こ
し
て
、
苫

し
み
に
な
り
つ
・
つ
あ
る
。

　

で
も
同
塾
生
が
皆
、
小
・
甲
学
生
と
幼
稚

園
で
実
に
町
愛
い
。
あ
t
ｓ
J
‐
、
私
が
行
ベ
A
l
'

新
し
い
男
の
ｆ
が
来
て
い
た
。
そ
の
子
は
。

変
な
叔
母
さ
ん
が
何
し
に
載
た
ん
だ
ろ
Ｔ
Ａ
t
'

ジ
ー
・
と
私
を
Ｕ
‘
て
い
＼
ｒ
私
は
い
つ
し

の
場
所
に
座
っ
て
、
習
字
の
道
ｎ
を
出
し
始

め
る
と
、

男
の
子
『
習
字
、
習
い
に
来
た
の
≒

私

　
　

‥
そ
う
・
、
叔
母
芒
ん
■
J
3
僕
達
A
』
同
じ

　
　
　
　

生
徒
な
の
Ｅ
’

Ｍ
の
子
『
ど
ひ
や
・
・
ｊ

　

と
こ
け
て
く
ヽ
れ
た
。
突
に
か
わ
い
い
じ
ゃ

あ
り
ま
せ
ん
か
。
こ
の
歳
に
な
っ
て
、
同
塾

生
が
子
供
達
ば
か
り
と
は
ね
・
・
・
。
・

　

そ
れ
に
、
私
の
顔
覚
人
て
く
れ
て
、
外
で

連
っ
て
も
、
ニ
コ
ー
と
宛
コ
ベ
愛
想
し
て

く
れ
ま
す
。
オ
バ
タ
リ
ア
ン
は
う
れ
し
り

　

習
字
と
同
じ
日
の
夜
、
町
内
会
の
会
館
に
、
一

ダ
ン
ス
を
習
い
に
行
く
。
生
徒
は
十
人
足
ら
’
。

ず
だ
が
ヽ
私
が
一
番
覚
え
が
悪
い
ヽ
自
分
で
ヽ
一

あ
き
れ
て
る
。
趾
。
習
字
で
神
経
を
使
い
過

ぎ
て
頭
が
プ
ッ
ツ
ン
だ
・
・
・
。

　

そ
れ
で
も
ま
だ
習
い
た
い
物
は
沢
山
あ
る
。

で
も
、
家
の
経
済
を
考
え
て
遠
慮
し
て
い
る

つ
も
り
、

　

そ
れ
か
ら
、
よ
か
っ
た
事
は
、
夏
は
外
で

花
i
i
L
-
*
-
が
出
来
ま
す
。

　

ベ
チ
ニ
ュ
ア
は
、
苗
を
買
わ
ず
に
種
子
か

ら
育
て
る
。
鉢
に
種
子
を
蒔
い
て
、
晦
日
水

を
や
っ
た
り
ビ
ニ
ー
ｔ
を
か
ぷ
せ
た
り
、
芽

が
出
た
と
き
は
っ
れ
し
い
。
少
し
大
き
く
な

る
と
移
植
を
し
て
、
そ
の
・
次
に
鉢
に
。
本
ず

り
植
え
る
。
七
‐
鉢
位
は
あ
る
か
な
・
・
。

家
の
前
に
並
べ
て
、
峠
Ｕ
大
き
く
な
っ
て
行

く
の
を
見
て
い
る
の
が
楽
し
い
。
毎
日
あ
ま

り
見
ら
れ
る
の
で
花
が
恥
ず
か
し
く
て
紅
く

な
。
た
Ｌ
。
し
て
Ｉ
Ｉ
ａ
φ
ｇ

　

花
畑
も
少
し
あ
’
り
の
で
色
７
植
え
て
あ
る
。

草
取
り
が
お
’
、
心
｛
草
だ
け
は
し
っ
か
り
良
く

打
々
花
じ
Ｑ
［
よ
う
に
、
。
１
を
か
け
な
く

て
も
介
っ
て
く
れ
る
と
存
甦
い
の
だ
が
・
≒

　

花
は
手
を
か
阿
一
応
ら
な
い
と
き
れ
い
に

咲
い
て
咽
！
こ
き
て
。
は
で
れ
な
い
。
げ
ん
き

ん
な
や
つ
だ
。

　

そ
の
他
に
ミ
ー
　
　
ト
マ
ト
を
鉢
に
八
木
位
と
、



Iに

ｊ

■f.
j

１
１

川

ゲ
ご
ゲ
ト
し
　
　
　

ヽ
一
関
に
入
れ
ｆ

・
‐
ン
を
か
け
〃

て
．
く
れ
な
い
、
ニ
・
・
・
れ
も
わ

こ
八
乙
‐
好
日
毎
日
眺
・
め
石

！
．
で
て
‥
｝
ｔ
く
赤
く
な
几
‐
［

ヤ
０
　
ビ
植
友
る
、

に

既
、

朽
い

・
応
旧

卜

こ
’
】
ト
マ

こ
ヅ
、
を
付
け

か
こ
ま

べｊ

つ

べ

ダ

も
堡

か

武
じ
ノ
．

ヽ -

－

"'〃

の
よ
つ
に
．
色
々
の
胆
が
出
来
ま

し
・
一

ｊ
ｌ
Ｉ

沢
山
の
八
達
と
出
会
っ
応

病
気
に
ｙ
・
Ｑ
な
か
八

か
っ
た
だ
ろ
う
と
思

？の

１
Ｕ
！
。
、

Ｅ
μ

よ
ｉ
１
　
　
に

れ
が

　　

サ
ー
ク

沢
山
や

壮
前
な

川

八
娃

病
院

;IC

μすぺ
池
・

ル

Ｕ

竟

"(T)

ど

方t）

ｊ
Ｉ
ｊ
‘

会
え
た
事
。

｀
‘
Ｉ
Ｊ
Ｊ
―
ｕ
ｉ
１
１
．
・
・
ｊ
ゝ
７

／
ｊ
ジ
Ｕ
・
Ｚ
Ｉ
力
／
‥
曲

　

（
ブ
ラ
ジ
ル
で
、
サ
ン
バ
肖
口
の
こ
と
を
ペ

カ
リ
ス
タ
と
云
う
そ
う
・
で
す
。
ヽ

　

開
店
は
昭
和
五
十
八
乍
四
月
二
十
几
‐
。

営
業
時
間
は
Ａ
Ｍ
九
：
〇
〇
／
Ｐ
Ｍ
　
　
〇
：

の
Lﾘ
れ
目
』

な
ん
て
時
代
も
あ
り
ま
し
た
。

　

今
は
皆
、
ｙ
等
に
透
析
が
受
け
ら
れ
、
生

き
て
ゆ
く
別
・
が
出
来
ま
寸
・
。
中
で
も
こ
れ
が

・
器
。
‐
。
良
か
っ
た
事
』
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
・
・
・

　

今
の
時
代
と
世
の
中
に
感
謝
す

る
と
共
に
、
な
あ
る
限
り
ガ
ン
バ
ッ
テ
生
き

で
行
き
ま
し
。
『
こ
犬

-

－８

コ

Ｉ

ヒ

力

‘７

　

－
--

ハ
り
り
パ
ウ
リ
ス
タ

釧
路

市

電
乱

新
喘
一
べ
通
ｌ
ｙ
目

　

（
穴
曲
‐
り
北
）

三
五
・
．
‥
1
1
1
八
六
一
　
1
1
1

　
　

４
’
り
。
り
１
‘
χ
１
１
≒
ノ
’
ｌ
‐
‘
Ｑ
ｉ
‐
’
ふ
、
｡
'
■
･
■
-
｡

^
　
i
-
_
_
_
　
_
■
｡

　
　

｛
ｈ

　

。
‐
り
４
”
ご
ｙ
『
哺
Ｆ
り
？
Ｉ

　

乙
八
。
し
。
ノ
ー
バ

シ
ー
ー
ズ
ン
∴
ダ
イ
ス
コ
ー
ヒ
ー
が
飲
め
る
、

　

「
コ
ー
ヒ
ー
ハ
ウ
ス
ｆ
カ
フ
ェ
パ
ウ
リ
ス
タ

i
.

で
■
{
'
■
'

Ｏ
Ｏ
迄
。
四
川
か
ら
は
、
毎
週
火
曜
日
が
定

休
日
に
な
り
ま
す
。

　

テ
ー
ブ
ル
ー
人
一
一
〇
、
小
・
二
で
、
四

１
　
八
席
。
カ
ウ
ン
タ
ー
四
席
。
サ
ー
ク
ル
活

動
に
予
約
席
も
あ
り
ま
す
。

　

店
内
は
レ
ン
ガ
作
り
。
暖
炉
や
木
目
を
生

か
し
、
落
ち
若
い
た
感
じ
で
、
く
つ
ろ
げ
ま

す
。

　

お
す
す
め
メ
ニ
ュ
ー
は
、
ド
リ
ア
ー
ピ
ラ

フ
な
ど
な
ど
・
・
し

　

駐
車
場
は
こ
十
台
分
位
有
り
。

　

姉
妹
店
に
シ
ャ
ル
ダ
ン
、
マ
リ
ー
ギ
ャ
ル

ソ
ン
が
あ
り
ま
す
。

　

Ｐ
Ｓ
・
・
≒
仲
間
内
で
は
『
教
会
（
チ

ャ
ペ
ル
）
に
と
呼
ん
で
い
ま
す
。



朝

の

果

物

は

｀i
金

暁

か

お

る

'１
-･-
k
j弧

肖

異
物
に

り
Ｊ

４

と
ま
れ
、
疲

Ｅ
の
価

で
す
か

Ｖ
Ｈ
・
χ

方
防
止
・

Ｃ
が
回
復

高
効
果
が
あ
り
ま
す
、
体
内

ご
吸
収
・
ぴ
八
て
活
性
化
さ
れ
ろ
ま
で
、
四
ｆ
・

五
時
問
か
か
り
ま
す
の
で
、
活
動
の
直
前
に

皿
べ
て
ら
・
ゐ
ま
り
釣
囃
が
な
J
I
目
の
仕

慟
の
妨
■
■
.
'
ｏ
.
ｒ
Ｔ
ち
る

’
・
シ
ヅ
ー
ｙ
ｌ
．
’
～

朝
に
『
‘
一
行
取
り
た
い

健
狼
の
た
り

％
あ
り
・
ま
す
。

　

マ
ー
ガ
り
こ

　

パ
タ
ー
小
さ
じ
．
杯
で
、

三
十
五
腎
の
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
．
鮑
和
脂
肋
・
・
削
は
四
ト
ベ

ぱ
、
植
物
性
油
か
ら
出
来
て

い
る
の
で
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
は
合
ま
れ
て

い
ま
せ
ん
。
飽
和
脂
肪
酸
に
ト
五
ｙ
・
と
、
少

な
い
で
・
マ
か
ら
、
心
疾
患
・
動
脈
硬
化
の
心

配
な
人
は
、
マ
ー
ガ
リ
ン
の
左
が
良
い
で
し

風
邪
を
引
い
た
ら
早
め
に

「
ね
ぎ
み
^
.
1

す
が
・

本

４i

ヒ
い
か
れ
ま

‘
゛
’
り
、

　

葱
ペ
ネ
ギ
こ
の
成
分
は
ア

リ
イ
ン
と
い
い
、
食
吹
を
増

進
さ
せ
る
作
用
が
あ
り
ま
す
．

更
に
、
ｖ
ｂ
１
を
体
内
で
吸
収
じ
ゃ
す
く
し
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
作
り
、
休
を
温
め
て
く
れ
ま

　

χ
Ｂ
１
は
と
て
も
人
切
な
栄
鳶
素
（
豚
肉

・
レ
バ
ー
・
鶏
肉
・
強
化
米
・
う
な
ぎ
・
に

ん
に
く
・
に
・
’
Ｉ
か
・
口
こ
で
、
疲
労
四
剛
既
に

役
立
ち
ま
ｔ
≒
．

7｡

タ
１
‐
‐
よ

ン
の
方
が

良

ﾘ

．

林
田
ク
リ
ニ
ッ
ク

前
出
栄
養
士

御
寄
付
の
お
礼

‐
－

　

釧
路
地
万
腎
友
会
の
い
活
動
資
金
に
使
っ

て
い
た
だ
き
た
い
』
と
寄
付
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。

　

寄
け
を
下
さ
っ
た
の
は
、
現
在
、
林
田
ク

リ
ニ
ご
／
で
透
析
を
受
け
て
い
る
、
釧
腎
会

剛
会
長
の
長
岡
久
雄
氏
の
奴
さ
ん
が
懇
窓
に

し
て
い
る
、
帯
広
の
喫
茶
店
「
ピ
コ
ッ
ト
」

で
あ
り
、
長
岡
さ
ん
を
通
じ
て
寄
せ
ら
れ
た

も
の
で
す
。

　

誌
上
を
お
借
り
し
て
長
岡
さ
ん
と
ピ
コ
ッ

ト
の
皆
さ
ん
に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

な
お
、
会
同
の
皆
さ
ん
が
帯
広
に
出
向
い

た
折
に
は
、
是
非
、
喫
茶
『
ピ
コ
ッ
ト
』
を

利
用
し
て
は
如
何
で
す
か
。

　

楊
所
は
、
帯
広
市
大
通
り
南
一
一
丁
口
で

･■J-

Ｑ－



Challenge

Ｉ
Ｉ
ｆ
ｌ

一
一
－
１
　
ド

　

解
き
方

‐
‐
－

ク
ロ
ス
ワ

　

各
マ
ス
に
カ
タ
カ
ナ
を
一
文
字
ず
つ

入
れ
て
く
だ
さ
い
。
最
後
に
ロ
ー
マ
字

の
あ
る
マ
ス
の
七
文
字
を
Ａ
Ｂ
Ｃ
順
に

つ
な
ぐ
と
、
答
え
の
言
葉
が
で
き
ま
す
。

１
１

　

い

琵
巧
．
０

一
月
‥
。
り
２
１
１
一
ヅ
バ
。

【
ゲ
レ
ン
デ
ノ

1タ
２ ３

Ｉ
４

冷 ■

■ 6ミ
７

　　　Ｅ

８ ９

　　　Ｂ
■
10

■
11 12

オ■ ■
13

Ｉ ■
14 . 15

ル
■
16 17

Ｃ■
18

1ﾁ

｜ - Ｉ 匹
■
2D

オ ■

Ｉ
ド
ー
タ
イ
ズ
の
答
え

ユ
メ
］

今
回
は
・
。
桓
球
者
ト
五
乱
で
し
た
。

抽
選
で
次
の
ト
ー
名
の
方
に
記
念
岫
を
差
し
１
　
げ
ま
す
。

大波渋忠川

熊辺谷村円

男

一
市
－

敏

一ヽ

杯

ヽ-

佳召皺

子久彦

"s〃≒ﾉﾐ
植林林

ヽ一一･－

高大塚加鈴

野平田廊末

美ヒヒマ恭
智デ

　

叶
子子サ子子

（
林
）

（
厚
）

（
厚
）

（
厚
）

（
厚
）

○下記応募用紙に答えを記入し、下記編

　

集部まで‥

　

正解者の中から抽選で、１０名様に記

　

念品を贈ります。

○正解・当選発表は６月号で

○締切は、５月１９日（土）必着

○宛先は、釧路市新富町１－７

　　　　　

林田クリニック内

　

●

“

　
　

｀
齢
‘

垂
髪

　 １

⑩
杭
太
郎
の
ｌ
Ｏ
Ａ
ｆ
ｒ
ｔ
'

②
巧
妙
な
人
は
、
さ
ｆ
ｅ
Ｔ
ａ
Ｕ
―
？
1

　

澱
い
．
‘

ｅ
嘱
門
の
Ｉ
は
有
名
．

昏
蒙
堅
な
ど
を
そ
つ
と
扱
け
出
す
こ

　

と
．

⑤
願
を
ヵ
け
て
祈
る
こ
と
．

＠
翁
、
－
、
飼
の
メ
ダ
ル
．

ｅ
そ
の
魯
一
は
、
－
Ｉ
ガ
ー
け
て
も

　

い
う
ｃ
け
ｕ
:
；
i
3
-
ｅ
．

ｃ
の
り
Ｗ
r
Ｓ
Ｏ
ｆ
ｉ
ｆ
ｃ
Ｗ
日
本
そ
ぱ
．

０
幼
稚
－
や
概
会
で
あ
な
じ
み
の
高

　

器
で
k
＞
．

＆
f
3
S
＞
つ
に
つ
I
6
B
4
P
の
■

c
i

ｊ
ｉ
ｈ
≪
ｅ
―
ｔ
ｆ

ｗ
ｗ
下
が
り
そ

　

う
だ
よ
、
・
の
父
さ
加
．

Ｒ
Ｋ
勢
く
れ
ば
商
兎
繁
童
．

０
Ｉ
そ
Ｉ
く
の
＃
≫
Ｃ
≫
≪
6
b
.
．

ｃ
Ｋ
Ｑ
―
Ｕ
≫
≪
I
6
る
．

－１０－

･ｓ一嘩

a)強烈な真のｰ．その下で肌

　

を篤く文の子だ５．

＠艦から弁当を買えるｰもあ

　

ります.

ｅ羞摩やプールにあふれる一一

　

の女の子惣５.

ｅサラリーマンも¬じゃない

　

ぜ．

　　

．／

○アルバイトでも、自分の仕事

　

に|は:-一犬|ｒ'警り|組もう.

○嗇はこれを重りま○してトン

　

ボを賞つだものです．゛

○飲みやーい一入りの菓.

＠長男県の民恵．ナカノリちん

　

が11jてさます.

○クリガ●てい・７．

←もいつとき、な人jていい

　

ます.

＠旭位竃蕩として地方へとぱさ

　

れること．

６１７ユばニ

　

ガう・|い．

釧路地方腎友会編集部まで。

答Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

病
院
名

１氏
名
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Ｈ
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昭
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十
三
Ｂ
箪
三
種
郵
便
物
認
可

平
成
二
年
四
月
十
Ｂ
兄
行
毎
月
一
一
十
Ｂ
発
行

発
行
・
北
海
遭
身
体
細
書
番
団
体
定
期
刊
行
物
協
４
R

　
　

Ｈ
Ｓ
Ｋ
適
魯
二
一
六
号

一
部
百
円

　

臨
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・
釧
路
地
方
笥
友
会
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